




















なお，他学科に開講されている専門基礎科目，自学科開講科目と同一名の科目及び他学

科の学生が聴講不可の科目は履修できないので注意すること。 

 

4. 卒業に必要な専門教育科目の最低修得単位について 

 

〈 卒業に必要な専門教育科目の最低修得単位数表 〉 

科目区分 

必修， 

選択必修，選択の別 

専門基礎科目 専門科目 専門教育科目合計 

必修 2 31 33 

選択必修 18 8 26 

選択 21 21 

自由科目 6 6 

卒業研究  10 10 

計 96 96 

 

5. その他 

① 選択必修科目の単位を，必要単位数を超えて修得した場合，その単位数を選択

科目の単位とみなす。 

② 選択科目の修得単位数には，他学科開講専門科目の修得単位数が含まれる。ま

た，選択科目の単位を，卒業に必要な単位数を超えて修得した場合には，その単

位数のなかから，最大６単位までを自由科目に振り替え，卒業単位に数えること

ができる。 

③ 専門教育科目の自由科目の修得単位数には，「コミュニケーション・スキル２（初

修外国語）」（１か国語４単位まで），「情報リテラシー」（２単位）及び「展開科目」

の卒業要件２単位を超えて修得した単位（２単位まで）のなかから，合計で最大

６単位までを含め，卒業単位に数えることができる。修得しない場合には，専門

教育科目で満たすことができる。 

 また，留学生が「日本語」を修得し，その単位を「コミュニケーション・スキ

ル２（初修外国語）」の単位として振り替えた場合，「コミュニケーション・スキ

ル２（初修外国語）」分の４単位までを自由科目に振り替え，卒業単位に数えるこ

とができる。 

④ 成績が所定の順位以内で山形大学大学院理工学研究科機械システム工学専攻に

進学を希望する者は，７学期から同専攻の講義科目を受講することができる。 

また，同専攻に入学予定の者は，８学期から同専攻の講義科目を受講すること

ができる。ただし，履修を希望する場合は，卒業研究の指導教員と相談の上，当

該授業担当教員の許可を得なければならない。 

大学院の科目を履修し取得した単位は，学部の卒業に必要な単位には含まれな

いが，大学院に進学した後，大学院の履修単位として認定される。 

－ 90 － 










